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 研究要旨 
 本研究は、老年医学的・老年栄養学的な観点から、Intrinsic Capacity の評価や、高齢者

に見られる栄養問題の介入方法を検討するとともに、日本人を含むアジア人のさまざまな

評価基準を提案するための資料を作成することを目的としている。さらに、日本やアジア

地区における老年医学研究を促進するため、学術会議の開催を支援し、今後の世界的な高

齢社会到来に対する布石として位置づける。 
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Ａ．研究目的 
本研究の目的は、高齢者に備わった能力の評価方法を検証しその有用性を示すこと、入

院高齢者の栄養指標（サルコペニア、低栄養、身体機能）と腸内細菌叢多様性の関連を調

査すること、日本人の悪液質の診断基準として重要な、体重減少と体格指数の最適な基準

値を見出すためにリアルワールドデータを用いた分析を行うこと、腸内細菌叢改善効果の

ある発酵食品（漬物）を開発し、摂取（経口および経管）に伴う生体への影響を明らかに

すること、とろみ付き炭酸水を用いて、摂食嚥下リハビリテーション領域の統合的介入効

果のエビデンスを構築すること、そして老年医学・老年栄養学に関する研究を促進するた

め、国内の老年医学教室の研究者やアジア地区の老年医学研究者との情報交換や交流を促

進するための学術会議を支援することである。 

 
Ｂ．研究方法 
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 研究１：国立長寿医療研究センター・ロコモフレイル外来に受診する 65 歳以上の高齢者

を対象とし、移動能力、認知能力、栄養状態、心理的能力、感覚能力について評価した。

それらを総合的にスコア化し、基本的 ADL、老研式活動能力指標、JST 版活動能力指標と

の関連性を解析した。 
 研究２：リハビリテーション治療のため入院中の高齢者を対象として、低栄養や嚥下障

害、サルコペニアの有無と、腸内細菌叢の多様性に関連性が認められるか否かを解析する。 
 研究３：健常成人 6 名を対象として、ザワークラウト全量 50g を 1 日 3 回にわけて、2 週

間毎日摂取させた。ザワークラウトの摂取開始前、摂取開始後 2 週間、合計 2 回、唾液と

便を採取した。唾液は滅菌チューブに 1~2cc 吐き出させ採取した。便は滅菌綿棒で少量採

取した。採取した検体は、株式会社サイキンソーへ郵送し、解析を依頼した。 

 研究４：研究対象者数は介入群（炭酸とろみ水）、非介入群（通常のとろみ水）とも 30

名で計 60 名とする。言語聴覚士が実施する直接嚥下訓練で、介入群は炭酸とろみ水、非介

入群は通常のとろみ水を用いる。2 群間における、3 食経口摂取に移行し経口摂取を確立す

るまでの日数、および在院日数を主要なアウトカムとし、介入の有無により違いがみられ

るかを Wilcoxon 順位和検定を用いて統計学的に比較する。 
 研究５：老年医学イノベーションフォーラムを名古屋市で開催し、国内・外の老年医

学研究室に所属する研究者に研究内容の紹介や成果報告を依頼した。開催様式は、

On-site および Online のハイブリッド形式で実施した。プログラムは日本語によるセッ

ション、日本人による英語セッション、そして海外研究者による英語セッションの 3 部構

成で開催した。 
研究６：アジアフレイルサルコペニア学会を名古屋市で開催し、国内・外の老年医学研

究者に研究内容の紹介や成果報告を依頼した。開催様式は、On-site による対面式と

Online による web 配信とのハイブリッド学術集会とした。プログラムは 6つの Keynote 

Lecture と 12のシンポジウムを行い、情報交換の機会を提供した。 
 研究７：JMDC が保有する医療機関・保険者データセットを入手し、がん、慢性腎臓病

患者を対象として、体重減少率、Body mass index（BMI）の値と死亡に関して、リアルワ

ールドデータ分析、平滑スプライン曲線、薄板スプライン曲線による解析を実施する。 
 
（倫理面への配慮） 
 個々の研究計画について、当センター倫理・利益相反委員会、および分担研究機関の

研究倫理審査委員会の承認のもと実施した。 
 
Ｃ．研究結果 
 研究１：本研究では、個々の Intrinsic Capacity(IC)を臨床的な観点から 0～2 の 3 段階

に分け、その総合点を IC スコアとして算出した。IC スコアは ADL と一定の関連性を認め、

高度な ADL とより強く相関する傾向が見られた。 
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研究２：初年度は当初の研究計画通り、研究計画の確定及び倫理審査受審、実施体制の

確認と研究対象者リクルート開始、腸内細菌叢分析を開始した。初年度末までに 88 名の研

究対象者がリクルートされ、次世代シーケンサー解析（細菌 16S rDNA）を実施中である。 
 研究３：ザワークラウトを摂取することで、摂取した 6 名のうち 4 名は腸内細菌（属）

の有用菌の割合が改善していた。 
 研究４：嚥下障害患者 38 名を対象に、先にとろみ付き炭酸飲料を摂取する群と、先に炭

酸なしとろみ付き飲料を摂取する群の 2 群にランダムで割り付け、それぞれの試料を摂取

させ、摂取状況を評価した。その結果、とろみ付き炭酸飲料は、炭酸なしとろみ付き飲料

と比較し、咽頭残留が減少し、嚥下反射がより早いタイミングで生じる知見を得た。 
 研究５：参加者は、現地参加者 37名(内訳：国内研究者 26名、運営スタッフ 8名、海

外研究者 3名(韓国 2名、台湾 1名))、WEBシステム参加者 58名(国内：56名、海外：2名)

の計 95名であった。発表された演題は、フレイル・サルコペニアに関する研究５題、周術

期管理に関する研究、呼吸器疾患の緩和ケアに関する研究、大腿骨近位部骨折に対する多

職種アプローチに関する研究、軽度認知障害に対する診療ハンドブックの開発に関する研

究、入院高齢者のレジストリ調査、血管老化におけるマイトファジーに関する研究、脆弱

性骨折後のテレコミュニケーションによる在宅ケア研究、CKD患者の透析中の有酸素運動に

関する研究、社会的孤立とバイオマーカーに関する研究が各 1題ずつであった。 
 研究６：演題登録数は 72 件、参加者数は一般参加者 217 名＋招聘者で概ね 250 名であっ

た。日本オリジナルの概念であるロコモティブシンドロームやオーラルフレイルに関する

シンポジウム、サルコペニアやフレイルのバイオマーカー、オステオサルコペニアやカヘ

キシアに関するシンポジウムなどが行われた。 
 研究７：癌（n=48,600）および慢性腎臓病患者（n=10,802）の DPC データセットを分

析した。両疾患とも同様の傾向を示していた。すなわち、BMI と死亡ハザードは負の線形

上昇の関係にあること、増減問わず体重変化があることは死亡ハザードの上昇リスクであ

ることを認めた。 
 
Ｄ．考察と結論 
 老年医学には、立ちはだかる 4 人の巨人（大きな課題）が存在すると言われている。近

年、米国の老年医学者である Morley は、1) フレイル、2) サルコペニア、3) 加齢に伴う食

欲不振（Anorexia of Aging）、4) 認知機能障害の４つを、”Modern Geriatric Giants”と著

した。これらの問題の重要性は、世界保健機関（WHO）が 2015 年に発表した「World Report 
on Ageing and Healthy」でも言及された。そして、WHO は Intrinsic Capacity の概念を

提唱し、高齢期の機能的能力の維持・強化を促した。さらに、2022 年には日本医学会連合

が「フレイル・ロコモ克服の医学会宣言」を発表し、超高齢社会の課題解決に向けた医学

会としての対応姿勢を明らかにした。 
 本研究では、このような高齢期の課題を直接的、間接的にターゲットとして、IC 評価の
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妥当性検証、腸内細菌叢の多様性との関連性解析、栄養介入による腸内細菌叢への影響や

嚥下機能リハビリへの効果検証、日本人の悪液質の診断基準に必要な体重減少と BMI の最

適な基準値を見出す分析の実施、老年医学研究を活性化するための国内外の研究者を交え

た学術集会の開催などを行った。 
 
Ｅ．健康危険情報 
 本研究の実施にあたり健康危険に至った危険情報は報告されていない。 
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